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「

この報告書は、下那珂集落排水施設の工事に伴い平成10年度に佐土原

町教育委員会が実施した堤下遺跡の発掘調査報告書です。

佐土原町教育委員会では、町内の開発計画のある地域において、埋蔵

文化財の保護と啓発を進めるために発掘調査を実施しております。

今回の調査は、広瀬村古墳18号の東側裾部「堤下遺跡」で行われ、多

量の須恵器・土師器などを出土し、ほかの町内出上の上器の指標となる

のではと期待をしているところでございます。また、佐土原町における

古代期の歴史を解明していく上で貴重な資料となることでしょう。

この報告書が、学術資料としてはもとより文化財への理解・認識を深

めるための一助となり、さまざまな教育の現場で広く活用していただけ

れば幸甚に存じます。

最後となりましたが、発掘調査にあたり関係各位よりいただきました

ご指導 。ご協力に心より御礼申し上げます。

平成■年 3月

佐土原町教育委員会

教育長 菊池 俊彦

L



T

例 言

1。 本書は、下那珂集落排水施設工事に伴い佐土原町教育委員会が主体となり平成10年 6月 8日 ～平成10

年 8月 5日 までの期間、実施した発掘調査の報告書である。

2.調査は下記の体制で行った。
平成10年度

調査主体  佐土原町教育委員会  教   育   長  小野  勝 (平成10年 6月 まで)
″      菊池 俊彦 (平成10年 7月 まで)

社 会 教 育 課 長  郡司 利文
同 課 長 補 佐  杉尾 一雄 (平成10年10月 から)

庶  務  担  当  文 化 財 係 長  東 治一郎
″      主  任  主  事  黒木 直英

発 掘 調 査 担 当  主       査  木村 明史
″      発 掘 調 査 補 助 員  櫛間 史朗
″           ″      井上 隆広 (鹿児島大学学生)

佐土原城跡歴史資料館  館        長  赤木 達也
出 土 遺 物 整 理 員  
作   業   員  

(50音順 )

発掘作業員の が御逝去されました。記して謝意を表するとともに の御冥福を

お祈り申し上げます。

3.出土遺物は、佐土原町教育委員会 (佐土原町出土文化財管理センター)で保管している。

4.色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版 標準土色帖」による。

5。 現地調査にあたって、地質・地形について宍戸 彰氏に御教示を賜った。

6.空中写真測量は、 (株)朝日航洋による。

7.遺物の胎上分析は、 (株)古環境研究所に依頼し、その分析結果を掲載している。

8.方位は磁北、レベルは海抜高である。

9。 本書の編集は木村明史主査・櫛間史朗発掘調査員補助員が担当した。
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第 1章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯
平成 8年度、佐土原町農政課より佐土原町孜育委員会へ下那珂地区農業集落排水事業地区域における埋

蔵文化財の有無の照会がなされた。当該地域は、県指定広瀬村古墳18号の埋蔵地であるが開発地域内から

外れている。しかしながら古墳に関する施設 (周溝及び住居等)の存在が予想されるので当教育委員会に

おいて東西方向に トレンチ10本、南北方向 トレンチ 4本を設定し、確認調査を実施した。その結果、溝状

遺構・住居跡及び石器・土器片が検出された。これに基づき、佐土原町農政課と佐土原町教育委員会で協

議した結果、破壊を受ける工事予定地沖積低地上の独立峰的に突出した小台地東側面923m2を記録保存の

ために発掘調査を実施することになった。これにより平成10年 5月 29日 に下那珂地区農業集落排水事業施

工者 :佐土原町長と埋蔵文化財発掘調査受諾者 :佐土原町助役との間において「平成10年度下那珂地区農

業集落排水事業に係る埋蔵文化財 (堤下遺跡)発掘調査業務委託」が締結された。

平成■年度については、発掘調査で出土した遺物の整理を行った。

第 2章 遺跡の概要

第 1節 遺跡の環境
1.地理的環境

堤下遺跡 (7028)の所在する佐土原町は、宮崎県海岸沿いのほぼ中央に位置する。東側を日向灘に面し、

北側を新富町、西側を西者ヽ市 。国富町、南側を宮崎市に接しており、町域面積の大半を山地が占めている。

地形はその特徴から、都於郡・仲間原台地、船野台地、年居台地と鹿野田 。上田島丘陵、佐土原丘陵と一

ツ瀬低地、広瀬海岸低地、那珂低地に区分することができる。東側海岸沿いには、平野が南北に広がって

いて、北側を一ツ瀬川、南側を石崎川に挟まれており、石崎川水系である井上川・亀田川・下村川・新宮

川が山地をぬって流れている。町域内には、巨田の大池・高峯池・上の池・迫越池・山倉池・鶴府池 。今

坂池・刈井田池・宮ヶ迫池・大迫池等濯漑用の溜め池が多数存在している。堤下遺跡 (7028)は、石崎川

河口から西に約 4km入った標高約35mの佐土原丘陵上に広がる遺跡であり、南側には石崎川が流れている。

2.歴史的環境

台地の遺跡は、主に先史時台の遺跡で占められている。時代は、旧石器時代前期から縄文時代の間である。

特に船野台地では、旧石器時代後期に相当する船野遺跡から細石器文化を代表する船野型細石核が出土し

ている。また、下屋敷遺跡 (5001・ 5016)で は、旧石器時代後期の礫群遺構が33基以上検出され、遺物は、

ナイフ型石器・剥片尖頭器・スクレイパー・石核・剥片・敲石・磨石等が出土している。また、縄文早期

の遺構も集石が 3基検出され、遺物が打製石鏃・局部磨製石斧・剥片・押型文土器・無文土器等である。

次に、丘陵地帯は、入戸火砕流堆積物により大半が築かれており縄文時代後期以降の遺跡が残っている。

佐土原丘陵北西部では、隠山遺跡 (1003)(平成 4年度 1月 発掘調査)が確認されており、遺構は縄文草

創期の集石遺構、中世期から近世期にかけての寺院跡が検出されている。遺物としては、縄文草創期から
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弥生期にかけての上器、中世期から近世期にかけての陶磁器、瓦堂等である。古城第 1遺跡 (1007)(平

成 4年度 1月発掘調査)では、中世期の城館跡の遺構が検出されている。遺物は、陶磁器が数点出上した。

佐土原丘陵西部には、大光寺・高月院・崇称寺 。吉祥寺 。松厳寺 。誓念寺・多楽院等中世期からの寺院が

多数残っている。同じく西部において平成 3年度より調査が行われ、下村窯跡群が確認された。この窯跡

からは、日向国分寺や日向国府推定地である寺崎遺跡出上の瓦と同系統のものが出土しており、これらの

遺跡との需給関係が推測される。佐土原丘陵中央部から南部にかけては、古墳時代の横穴墓である広瀬村

古墳群 (1～ 22)が数多く残っている。鹿野田・上田島丘陵にも古墳時代の横京墓である佐土原町古墳群

(43～ 78)が多数ある。

最後に低地においては、広瀬海岸低地の伊賀給遺跡 (1022)が平成 9年度 6月 からの発掘調査で弥生時

代後期から中世にかけての水田跡であると確認された。特に、弥生時代後期の水田跡は小区画53枚が検出

されている。遺物としては、少量で弥生土器片・土師器片等が出上している。

第 2節 遺跡の概要
1.調査経過

調査は、農業集落排水施設として整備される部分について、平成10年 6月 8日 ～8月 5日 までの期間実

施した。調査区は,F土処理の関係上、 1地区・ 2地区と分けた。

当調査地は、県指定広瀬村古墳18号の東側裾部にあたり、また、佐土原町内文化財包蔵地「堤下遺跡」

としても周知されており、平成 9年 8月 の確認調査当初から、遺構の検出、遺物の出土は予測できるもの

であった。

1地区は、調査前は畑として利用されていた。確認調査の結果、土層の雄積状況は I層の耕作土層、Ⅱ

層の火山灰層、Ⅲ層の粘土質層、Ⅳ層の粘土質層、V層のシル ト質層までが確認され、遺物の出土も数点

認められた。

発掘調査では、確認調査の結果を踏まえてV層の部分までを重機により剥ぎ取り、それ以降を手作業で

掘り進んでいった。1/1層、Ⅶ層とシルト質、粘土質の層を掘っていき、Ⅷ層の包合層では大量の弥生土器、

土師器、須恵器の出土を見ることができた。Ⅷ層の包含層を取り除いたところで表面の精査を行い、 1地

区西側の緩斜面に2条の溝状遺構を検出した。 2条の清状遺構の堆積状況を確認するためにトレンチを 6

本設定し、掘り込んだ。

2地区の調査は、 1地区の表上を除去した後行った。その結果は、 1地区のものと同様で、Ⅷ層の包合

層より大量の弥生土器、土師器、須恵器を出上し、溝状遺構の検出も確認された。
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2.遺跡の概要

(1)基本層序

堤下遺跡は、佐土原丘陵上に形成される遺跡である。

調査地の上層堆積状況は、 I層～�層と多重堆積とな

っている、これは、当調査地が丘の裾部に当たること

から斜面の上砂等の崩落堆積及び火山噴火による火山

灰の堆積が幾度かにわたって続いたためと思われる。

層序は、 I層耕作土層、Ⅱ層火山灰性の堆積層、Ⅲ

層粘土層、Ⅳ層粘土層、V層シル ト質層、Ⅵ層シル ト

質層、Ⅶ層流入土砂層、Ⅷ層包合層、Ⅸ層砂質層、X

層砂質層、�層砂質層、�層砂質層、�層砂質層、�

層砂岩質層、�層粘土質層となっている。粘土層と砂

層が主であるがその間にシル ト質の層や火山灰の層が

薄いもので 4cm前後のものから厚いもので80cm前後堆

積している。

(2)調査区設定及び遺構

調査区の設定は、まず 1地区の調査を行い、その時の排土を2地区に、 2地区の調査時は排土を1地区

にという発掘時に出る排上の処理の関係上 1地区と2地区に分けることとした。 1地区 。2地区ともに土

層の堆積状況はほぼ同じであり、 1地区で 2条検出された溝状遺構のうち 1条は2地区検出の清状遺構と

繋がりがあるとおもわれる。この 2条の溝状遺構の性格は詳しくは不明であるが、土器の大量出上、当調

査地が周辺地よリー段高い微高地となっていることなどから集落関係の遺構ではないかと推測される。

(3)遺物

遺物は、 1・ 2地区から弥生土器 :甕・鉢・器台・壺・対、土師器 :邦・椀、須恵器 :邦蓋・不・椀・壷、

瓦質土器 :壷 1点の出土となている。図版掲載の出土遺物内容は、弥生土器 :甕141点・鉢 1点・器台 1点・

董 2点 。ltF l点、土師器 :邦 3点、椀 1点、須恵器 :不蓋 1点・邦 2点 。椀 1点、壺 4点、瓦質土器 :壺

1点の総計159点である。その他の小片は、約3,000個余り確認されている。

Ⅷ (色含層)
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第 3章 調 査

1.遺 構

(1)周溝状遺構

小台地上の東麓部の南北方向に 2本走る。台地先端の緩斜面から平坦部にかけての変化点直下に 1本。

南側から施され北側の丘陵先端部で終結。第 7層から掘り込まれ、長さ17m、 幅1.50m、 深さ10～ 22cm、

堆積層は、 1層で形成され褐色 (7.5YR 4/4)を 呈し、土壌の性質は砂質で粘性はない。弥生土器が包含

されている。

台地先端の平坦部中央に 1本。南側から施され北側に向かって走る。同じく第 7層から掘り込まれ、長

さ33m、 幅南側 lm・ 中央 2m・ 北側50cm、 深さ■cm～ 15cm、 堆積層は、 1層で形成され褐色 (7.5YR

4/4)を呈し、土壌の性質は砂質で粘性はない。弥生土器が包含されている。

2.遺 物

(1)遺物各節

遺物の出土状況は、第 7層 (流入土砂)か ら第 8層 (包合層)にかけて出土した。器種分類及び編年は、

宮崎県内の出土遺物を参考に器種ごとに土器の形態・法量・製作手法を整理して行った。

分類記号

小壺 al

①②③④

①は法量関係による大小、②は器種 (壺・短頸壺・甕・ItF・ 鉢・高不脚・イ・皿・椀)、 ③は器形 (倒

L字状口縁の有無、あげ底状平底の有無など),④は細部の特徴を示す分類である。①②は大分類、③は

中分類、④は小分類で位置付ける。下記では、①～④の順によって説明をする。

《弥生土器》

弩

口縁部の特徴から4つに分類する。

[器形分類]a…頸部から外側へ開き口縁部下で内折し複合口縁を呈する。逆L字状、外側頸部から口

縁端部角度75° 前後。

b…頸部から外側へ開き口縁部下で内折し複合口縁を呈する。逆L字状、外面頸部から口

縁端部角度■0° 前後。

c…頸部から外側へ開き口縁部下で内折し複合口縁を呈する。逆 L字状、断面形は楕円状

を呈する。

d…頸部から外側に開く。

壼

口縁部の特徴から3つに分類する。

[器形分類]a…頸部から外側へ開き口縁部下で内折し複合口縁を呈する。逆 L字状、外面頸部から口

縁端部角度75° 前後。
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b…頸部から外側に開く。

c…頸部は外側に開き、短い。

[器形分類]口径に対して器高は低い。底部は尖り、体部は口縁まで直線状に開く。日縁は先端が内反し、

尖る。

鉢

[器形分類]

器台

[器形分類]

《土師器》

口径に対して器高は低い。底部は、断面楕円状の有高台の形態をとる。体部は口縁まで直

線状に開く。日縁は、楕円状を呈する。

脚が裾部に向かって直線状に開く。

郵

法量に大小がある。形態は以下分類する。

〔高台の有無〕 a…無高台   b・…有高台

〔体部の形態〕 1…底部から口縁にかけて直線状に開く。

不に対して日径は大きく深い形態をとる。

《須恵器》

JTh蓋

環状つまみを有する。日縁端部は断面三角形を呈する。

郵

有高台で体部下半に丸みを有する。

椀

郷に対して口径は大きく深い形態をとる。

壼

[器形分類]底部から丸い胴部・肩部にかけて開く。肩部から頸部に向かっては、内反する。

[高台の有無]a…・無高台   b… 有高台
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(2)出土遺物 (図版 1～図版14瓦質土器・弥生土器、図版15土師器・須恵器)

器種分類及び記号は、第 3章 2.(1)遺 物各節の分類を参照。

図版 1(大甕 al、 中甕 b2、 小甕 b3～ 6)

図版 2(大甕 e7～ 9、 中甕 e lo～ 15)

図版 3(中甕 c16～ 20、 小壼 c21、 大甕 a22～ 23、 中甕 a24、 小甕 a25)

図版 4(中甕 a25～ 29・ 31、 32、 大甕 a30、 小甕 a33)

図版 5(中甕 c34～ 36・ 39。 40、 小甕 c37～ 38)

図版 6(大甕 c41、 中甕 c42～ 45。 49、 小甕c46～ 48)

図版 7(大甕 b50、 甕 b51)

図版 8(甕 a52～ 68)

図版 9(甕 b69～ 80)

図版10(甕 b81～ 89)

図版■ (小頸部90、 甕91～ 95、 対96、 鉢97、 器台98)

図版12(甕 a99。 101・ 102、 甕 d100)

図版13(甕 c103～ 122)

図版14(甕 c123～ 147)

図版15(郭 a148'149、 lTh b 150、 椀153:土師器、イ b151・ 152、 椀157、 蓋不154、 壺 a155・ 158、 短

頸壺 b156・ 159:須恵器 )

参考文献/(1)石川悦雄「宮崎平野における弥生土器編年試案―素描 (Mk.Ⅱ )」 「宮崎考古」第9号
宮崎考古学会 昭和59年 2月

(2)石川恒太郎『佐土原中溝遺跡調査報告書』宮崎道路公社 1972

(3)谷口武範・津隅久美子「下那珂貝塚」『埋蔵文化財調査研究報告』Ⅱ 宮崎総合博物館
(4)桑畑光博「中溝式上器の再検討」第39回宮崎考古学会例会資料 2000
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ヨ
日

旦
々

と
ロ

種 別
器 種

部 位

土
点

出

地
法 量 (cm)()は燦値 成形・調整・文様など 色  調

胎 土 の 特 徴 備 考
嵐経 器高 外 面 内 面 口 縁 外 面 内 面

1
E質
土器

霊

口 縁 叡

υペラ肖J峰
横方向
ナデ

横方向
ナデ
灰黄
(2.5Y6/2

灰黄
(2.Ⅳ 6/2

lmm～ 2mm大 の縛 色  灰 色 の 種 を含
む。

体生
土器

重

ヨ縁～胴3
2409

工具による

横方向ナデ
工具による
横方向ナデ

橙
(5YR 6/8)

橙
(751R7/61

傲測 ～15mm大 の黒色鋭光八  無色
透明  白色半透 明  白色不透 明 黒
色の粒 を含む。

3
小生

土器

甕

]縁～師割

工具による
縦方向ナデ

工具による
斜め方向ナデ

工具による
ナデ

橙
(7.5YR7/d

にぶい橙
(7 5YR6/31

微利～3mm大の黒色 褐色 日色小
透明・白色半透明な粒を含む。 スス付着

な生
土器

甕
・
2お 10

2お 11

工具による
横方向ナデ

にぶい黄橙
(10R7/4)

淡黄
(2.5YR8/41

傲�～lmm大の黒色鈍光沢 日色小
透明・無色透明 灰色の粒を含む。 スス付着

5
小生

土器

甕
・

横方向ナデ
駐方向の刷毛日あり

横方向ナデ

指頭による

斜め方向ナデ

横方向
ナデ
橙
(5YR 6/S

橙
(5YR6/0

lmm～ 2mm大の日色不透明 黒色鈍
光沢の粒を含む。雲母あり。

6
麻生
土器

甕
。 2336

猿方向ナデ

斜め方向の
いヽ ラ肖」り

横方向
ナデ
にぶい橙
(5YR 7/→

にぶい橙
(5YR7/0

lmm大の自色半透明 赤褐 灰黒色
の粒を合む。雲母あり。

7
な生
土器

甕

口縁甜
2344 (34.2)

工具による

横方向ナデ

工具による

横方向ナデ

沈線紋 あり

橙
(751R7/6)

橙
(7.5uR7/6

含む。銀色の雲母あり。
粘土のつぎ目あり
スス付着

ホ生
土器

奏
・ 1-57 (27.2)

工具による

横方向ナデ

制り出し突常縦あり

工具

指頭による

横方向ナデ

工具による

横方向ナデ

沈線紋 あり

褐灰
任Om4/0
にぶい黄橙
(10YR7/4)

lmm～ 2mm大の褐色 黒色9yt光沢の
粒を含む。雲母あり。

9
ホ生
土器

奏

口縁報
2420 (25,0)

横方向
ナデ

横方向ナデ

凹線紋あり
浅黄橙
(101R8/4)

にぶい黄橙
(lllYR7/3)

α511un～ 1 511Hlkの 黒色鋭光沢 褐色
白色半透明の粒を合む。雲母あり。

ホ生
土器

奏

口縁獣
2-353 指頭による

ナデ
横方向
ナデ

IF」毛による

横方向ナデ

沈線紋 あり

褐
(10Ч R4/4)

にぶい黄橙
(101R5/4)

05mm～ 4-大 の自色不透明・褐色・
黒色の粒を含む。金色の雲母あり。 スス付着

称生

土器

甕

口縁叡
2-326 横方向

ナデ
工具による

横方向ナデ
工具による
横方向ナデ

橙
惇.5YR6/9
明褐
惇.5m5/D

微細～2mm大の自色不透明 自色半
透明 赤褐色・灰白色 黒色鋭光沢

ホ生
土器

甕

]縁 ～胴部
2-383

工具による

横方向ナデ

削り出し空帯救あり

工具による

横 斜め方向
ナデ

工具 による

横方向ナデ
明褐
(7.51TR5/S

にぶい橙
95m5/1

微細～llnm大 の黒色鋭光沢 す臼色不
透明 褐色の粒を含む。雲母あり。

粘土の
つぎ日あり

ホ生
土器

甕

日縁～胴ヨ
2‐338 刷毛による

端部痕あり
刷毛による

横方向ナデ
明褐
(7.51TR5/S

褐
但OITR4/0

微細～2mm大 の自色半透明 自色不透
明・黒色鋭光沢の粒を含む。黒 金色
の霊豊あめ^高師/卜僧 イ?Ⅲ あめ^

ホ生
土器

篭

■縁～隔嘲
145

工具 による

横方向ナデ
工具による

横方向ナデ

工具による

横方向ナデ
酷め付,□緑

にぶい橙
(7.5ЧR7/1

橙
9,5Щ 7/d

似測～lmm大の日色 イヽ透 明 黒色
褐色  黒色鋭光沢の粒 を合 む。金色

粘上のつご日あり
スス付着

小生

土器

篭

■綴～縣ヨ
2‐428 横方向ナデ

突帯紋あり
刷毛による
横方向ナデ

横方向ナデ
沈線紋あり

橙
傷YR6/8
橙
(5YR6/a

明 赤褐色 灰色 黒色鋭光沢の粒

小生

土器

賓

口縁卸
2‐338 (273)

横'斜め方向
ナデ

横方向
ナデ
横方向ナデ
凹線紋あり

橙
徳YR6/ω
橙
(5YR6/6)

lmm～ 2mm大の無色透吻 自色不透
明 赤褐色 黒みがかった粒を含む。
三母払 h

小生

土器

賓

日縁～胴割
2‐334 (211.5)

■具 による

横方向ナデ
工具による
横方向ナデ

上具による

横方向ナデ

凹線紋 あり

灰褐

'.5YR4/ど

にぶい赤褐
(51TR4/→

微測～15mm大の日色小透明の種 を
含む。金色の雲母あり。 スス付着

小生

土器

資

口縁凱
141 (22.6) (268)

刷毛による

横方向ナデ
斜め方向
ナデ

川]毛による

横方向ナデ

洗線紋 あり

にぶい黄橙
(lllYR6/3)

にぶい黄橙
(101R7/3)

似�～25mm大 の黒色 褐色 日色
半透明の粒を含む。銀色の雲母あり。

ホ生
土器

賛

日縁～胴割
2‐325 (19,2)

工具 による

横方向ナデ

測り出し突帯紋あり

工具による

斜め方向ナデ

[具による額万何ナ,

lhり 付け口緑

売線 紋 あ り

浅黄橙
(7.5YR8/4

明黄橙
(10YR6/6)

lmm大の自色小透 明 黒色鈍光沢・
赤褐色  白色半透 明の粒 を合む。雲
舟 赤 b

粘上の
つぎ目あり

ホ生
土器

賓

口縁群
2‐428 (23.1)

二具による

責方向ナデ

尤線紋 あり

橙
(7.511R6/6

橙
(7.5YR6/∫

微�～2mm大の黒色鈍光沢 無色透
明 赤褐色 白色不透明の粒を合む。
三舟払ぬ

な生
土器
賓
。川
2毛87 (12,7)

刷毛による
横方向ナデ

縦方向の

帰I毛目あり

二具による

責方向ナデ

尤線紋 あり

にぶい黄橙
住0颯 6/0
橙
(7.5YR6/∫

微剤 ～2mm大の黒色鋭光沢  日色半
透明 白色不透明 黄味のある透明
示褐色  灰色の粒を含むぅ雲母 あり

^

林生
土器

甕

日縁～胴ヨ
1ワ63

工具による

横 組方向ナデ
沈線赦 あり

斜め方向の

刷毛目あり
費方向ナデ

比線紋あり

[ぶい橙
會5m7/4
にぶい黄橙
(lllVR7/3)

微�～2mm大の赤褐色 無色透明
黒色鈍光沢 掲色の粒を含む。

称生

土器

賓

日縁～胴剖
2-395

用」毛による

横方向ナデ

湾!り出し突帯縦あり

耐J毛による
瑞部痕あり

I具 による
費方向ナデ

先線紋 あり

瞳
會.5m7/6
橙
僚.5YR7/6

微細～2mm大の自色不透明 黒色釦
光沢 褐色不透明の粒を含む。雲母 粘

上の
つぎ目あり

ホ生
土器

甕

口縁言「

工具による

機方向ナデ

指頭痕 あり

[具 による
黄方向ナデ

尤線紋 あり

黒褐
6YR2/→

明赤褐
脩Щ 5/0

微瓢～5mm大の無色透明 黒色鈍光
沢 白色  白色不透明の粒 を含む。 スス付着

称生

土器

甕

口縁都
1お

市」毛による

資方向ナデ

尤線紋 あり

淡黄
(2.5Y8/5

微fH～ 2mm大の日色半透明・褐色
灰白色 黒灰色の粒を含む。 スス付着

林生

土器

餐

日縁～胴宙

横方向
ナデ

斜め方向
ナデ

横方向
ナデ

橙
(5YR 7/6)

黄橙
(7.5YR7/8

傲TH～ lmm大の無色透 fIB・ 黒色不透
明 灰色・白色不透明の粒を含む。 粘

土の
つぎ日あり

称生
土器

奏

日縁～胴音

横方向
ナデ

横方向
ナデ
橙
阻

橙
(7.5YR7/6

lmm大の黒色鋭光沢  自色半透明
灰色 赤褐の粒を含む。雲母あり。

祢生
土器 剤

甕
・縁日
2-323 (23.1)

横方向
ナデ

横方向
ナデ

横方向
ナデ

浅黄橙
(7.51a8/6

橙
95m7/6

倣rfE～2mm大の黒色鋭光沢 黒色褐
色 灰色 白色半透明 灰白色の粒 粘

土のつぎ目あり
スス付着

称生
土器
甕
・脚
1-46

工具による

僚方向ナデ
工具による

横'縦方向ナデ
工具による

僕方向ナデ
橙
(7.5YR7/6

橙
偉5Щ 7/6

微細～lmm大の黒色鈍光沢 黒色鋭
光沢 帽色の粒を合む。雲母あり。

称生
土器

甕

口縁部
2-331 横方向

ナデ

耐

噛

方

加

横

鋤
横方向
ナデ

橙
伊.5駅 6/6
橙
會5颯 7/6

微細～3mm大の褐色 赤褐色 灰自
色 灰褐色 黒色不透明の粒を含む。 スス付着

第 1表 堤下遺跡遺物観察表

-63-



ヨ
日

旦
々

と
口
報

番 種 別
器 種

部 位

上
点
出
地
法 量 (cm)()は繰. 成形 。調整 。文様など 色  調

胎 上 の 特 徴 備 考
斜 底経 器 高 外 面 内 面 口 縁 外 面 内 面

祢生

土器

賓

ヨ縁～胴恵
2‐401

横方向
ナデ
横方向
ナデ

にぶい橙
住Om6/→
橙
伊.bYR6/6

微細～lmm大の褐色 黒色鈍光沢の
粒を含む。雲母あり。 スス付着

赤生
土器

篭

]縁～嗣部

陵方向ナデ

従方向の用!毛日

工具による
斜め方向ナデ

横方向
ナデ

里

(101TR7/1)

明褐
(7.5YR5/6

微綱～lmm大の灰自色 自色半透明
黒色鈍光沢 褐色・灰色の粒を含む。

弥生

土器

賓

]縁～1阿3
2‐340

横・縦方向
ナデ

縦方向
ナデ
横方向
ナデ

浅黄橙
伊.548/6
橙
(5YR 7/81

微細～lmm大の無色透明 灰色  自
色不透明 灰白色 黒色鋭光沢の粒

粘上のつぎ目
スス付着

祢生
土器

甕

]縁～師部

2‐338
2-339

横方向
ナデ

横方向ナテ
刷毛目あり

横方向
ナデ

明褐
(7.5YR5/6

橙
僚.5m6/6

微YIB～ lmm大の赤褐色 褐色の粒を
含む。

祢生
土器

甕

口縁卸
2‐325

工具による
横ナ尚ナデ

橙
(7.51R6/8

黄橙
0.5m7/8

微細～3mm大の褐色 自色不透明
灰色・無色透明・緑がかった灰色の

摩減している
スス付着

祢生
土器

甕

]縁～1同部
(20.2)

工具による
横方向ナデ

指によるナデ
にぶい黄橙
(10YR5/4)

にぶい黄橙
(101R5/4)

1～ 2mm大 の赤褐色 灰色 '自色の粒
を含む。雲母あり。

麻生
土器

甕

]縁～胴訂
(22.2)

毛
デ
刷
ナ

横方向
ナデ

沈線紋
あり
橙
6YR7/d
橙
會,5m6/d

微細～1■m前後の褐色・自色半透明
無色透明 灰色 黒色鈍光沢の粒を スス付着

麻生
土器

奏

]縁～胴辞
2-355

横方向ナデ

波状櫛柚取あり
凹線紋 あり

I具による横方向ナデ

橙
(7.5ЧR6/6

橙
(7.51TR6/61

1～ 2mm前 後の自色不透明・黒色鈍光
沢 黒色鋭光沢 灰褐色の粒を含む。 粘

上の
つぎ目

麻生

土器

甕

]縁～胴翻

横方向
ナデ

斜め方向C
刷毛目あり

横方向
ナデ

橙
(5YR 7/d

明黄橙
(1011R7/6)

微細～lmm大の茶色 黒色・灰色の
粒を合む。雲母あり。

粘土
かえりあり

麻生

土器

甕

ヨ綴～胴割
2-335

横方向ナデ

刷毛目あり
横方向
ナデ

褐
(5YR 6/6)

明黄橙
(5YR 5/6)

05～ 15mm前 後の自色不透明 赤褐
色 灰色・黒色鋭光沢の粒を含む。
雲母あり。

スス付着

な生
土器

養

口縁輝
(223)

横方向
ナデ

加料飛双 あ り

工具 に よ る

横 方 向 ナ デ

黒
9,5WIRl17イけ

にぶい赤裡
P,5Щ 5/J

透明・赤褐色の粒を含む。雲母あり。

麻生
土器

甕

口縁獣
2お28

沈線紋あり
横方向ナデ

にぶい黄橙
(lllYR7/3)

にぶい橙
伊.5m7/1

lmm～ 4mm大の赤褐色  無色透明 '

灰色 褐色の粒を含む。

掲
ホ生
土器

甕

口縁輝
(26.2)

横方向ナデ

貼り付け痕
沈線紋あり
横方向ナデ

橙
(7.511R6/6

明褐
(7.51TR5/J

黒色鈍光沢 赤褐色 黒色の粒を合
む。雲母あり。

粘上の
つぎ目

ホ生
土器

甕

日縁～胴∃
2-428

工具 による

寵方向ナデ 指頭痕
村|う出し 突帯紋あり

工具による

斜め方向ナデ
沈 線 紋 あ り

工 具 に よ る

横 方 向 ナデ

にぶい黄橙
任Om6/D
にぶい橙
(7.511R6/r

05～ 2mm大の赤褐色 日色キ透明
黒色鈍光沢の粒を含む。雲母あり。

林生
土器

甕

日縁～胴割

削,出し突帯縦あ

'馴毛による横方向ナデ

工具による

横方向ナデ

貼り付け口緑

先線叔 あり

工具による

陵方向ナテ

明黄橙
(10Ч R7/6)

橙
(7 5VR7/G

微細～lmm大の無色透明 黒色釦光
沢・白色半透明 褐色の粒を含む。 剥離

赤生
土器

甕

日縁～胴∃
2-410

工具による

積方向ナデ
横方向
ナデ

先線紋 あり

こ具 による

甲さえ

橙
P,5R6/6

橙
9,5m6/S

微綱～lmm大の灰色 自色半透明
無色透明 赤褐色 黒色鈍光沢の粒 スス付着

な生
土器

甕

日縁～胴ヨ
2弓57

工具による

横方向ナデ

突線紋 あり

工具による

横方向ナデ

指頭痕 あり

先線紋あり
費方向ナデ
にぶい橙
6釈 7/0
橙
脚

微測～lmm大の示褐色 黒色鈍光沢
無色透明の粒を含む。雲母あり。 スス付着

称生
土器

奏

日縁～1同き
2-363

刷毛による

横方向ナデ
工具による
横方向ナデ

先線紋あり

`り

付け日緑
橙
9.5YR7/6

橙
(7.5VR7/6

微細～2mm大の黒色鈍光沢・褐色イ
透明 黄色味のある透明の粒を含む。

の

目粧デ
赤生
土器

菱

日縁～胴き
2-387 (24.2)

横方向
ナデ

横方向ナテ
ー部二具痕あり

Ц線紋あり
費方向ナデ
黒褐
住Om3/2
にぶい黄橙
(lllYR5/4)

1～2-大 の自色羊透明 日色不透 IIH
黒色鈍光沢の粒を合む。雲母あり。 スス付着

赤生
土器

賓

．
縁． ‐日
2-412 (45,け

損による嶺方向ナア

i頭こよる,デ ヘ,磨

II出し 安題兼あ,

工具による

斜め方向ナデ

こ具による

費方向ナデ

先線紋 あり

嗜赤褐
(5YR 3/→

赤褐
徳颯 4/0

微柵～4mm大の褐色  自色不透明¢
粒を含む。雲母あり。

赤生
土器

賓

日綴～胴喜
2弔83

工具による

横方向ナデ
工具による

横方向ナテ
ヒ旭面に沈線あり

E景によるナデ

にぶい橙
守.5颯 6/4
にぶい橙
(101TR5/4)

微剌～3mm大の日色不透明 黒色
褐色の粒を含む。雲母あり。

ら生
土器
篭
・醐

2-
黄方向ナデ
寒帯紋あり
横方向
ナデ

明赤褐
(511R4/D

明赤褐
脩颯 5/0

微綿～2mm大の自色不透明 灰色
黒色鈍光沢の粒を含む。雲母あり。

小生

土器

費
・酷
2-357

黄方向ナブ

判り出 し
不定方向
ナデ

にぶい橙
(751R6/41

にぶい橙
(7.511R5/4

05～ 2mm大の日色半透明 黒色鋭光
沢 褐色の粒を含む。

小生

土器
賓
・聞

枯り付け
突帯紋あり

オリーブ黒
(5Y3/1)

橙
(7.511R6/6

05～ lmm大 の日色不透明 黒色 黒
色鋭光沢 褐色の粒を合む。雲母あ

小生

土器
資
・酪

2お86
茨万 回 ナ テ

イUり 出し
にぶい黄褐
(101R5/4)

淡黄
(2.5Y8/3

05～ 15mm大 の臼色透明・黒色鈍光
沢 白色透明 黒色鋭光沢の粒を含 剥離

な生

土器

甕
・附

‖■による

美 斜め方向ナデ
不定方向
ナデ

にぶい赤褐
(5YR 5/n

褐
(7.5WR4/4

微細～25mm大 の自色透明 橙色
黒色の粒を含む。雲母あり。 スス付着

小生

土器 胴 部

寮
・

紋帯
り
突
あ

黄褐
任Om5/6
明褐
(7.5YIR5/6

微細～lmm前後の黒色 赤褐色 灰
色の粒を含む。

小生

土器

賓
・
胴 部

貼り付け
突帯紋あり

朋J毛による

横 斜め
にぶい褐
守.5駅 5/J
にぶい褐
守.5m5/4

05～2mm大の黒色 褐色 自色半透
明・黄色味のある透明 黒色で光沢 スス付着

小生

土器
費
・聞
2422 突帯紋

あり
橙
脚
橙
9,5YR3/0

微細～2mm大の褐色 赤褐色 貢色
味のある半透明 無色透明 黒色鈍 摩滅

・

スス付着

ホ生

土器

餐
・酷

I具による
横方向ナデ

黒褐
(7.51R3/1

橙
(5YR6/6)

微細～2mm大の赤褐色 灰色 黒色
褐色  白色半透明 黒色鋭光沢の粒 摩耗

・欠損
スス付着
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菫
日

二
●

■
日
報

番 種 別
器 種

部 位

土
点
出
地
法 量 (cm)()は綾値 成形 調整 。文様など 色   調

胎 上 の 特 徴 備 考
一日 嵐経 器高 外 面 内 面 口 縁 外 面 内 面

ホ生
土器

賓
・
胴 部

横方向ナテ
突帯紋あり

黒褐
(5YR2/1)

明赤褐
(5YR 3/0

光沢の粒を含む。雲母あり。 スス付着

な生
土器
費
・閣
2408

I具による横方向ナデ

削り出し突帯紋あり

一部貼り付け

樺員によるナ辮
I則とよるナデ

にぶい褐
伊.5m5/1
にぶい褐
伊.5YR5/r

傲糊な金色の雲廿 を多量に含む。 断面/粘上の
つぎ目あり

小生
土器
賓
・剛

骨1り出し突R釈めり

工具による

織方向ナデ

黒褐
(2.5Y3/11

明褐
(7.5ЧR5/6

微細～3mm大の日色不透明 無色透
明・黒色 褐色の粒を含む。金色の
三母泳 h

小生

土器

甕
・
胴 部

突帯紋
あり

横方向
ナデ

赤黒
(2.51Rl,7/11

赤帽
(5YR4/d

1～ 3mm大の日色不透明 日色 褐色
の粒を含む。大粒の金色の雲母あり。 スス付着

称生

土器

甕

・
胴 部

横方向ナデ
削り出し空檄あり

工具による
不定方向ナデ

明褐
僚.5YR5/∫
明褐
(7.5YR5/6

05～ lmm大の黒色不透明・褐色 自
色半透明の粒を含む。

全体的に

摩減している

な生
土器
甕
・聞

1-71 刷毛による

斜め方向ナデ

刷毛によ老
横方向ナラ

明黄橙
位OYR7/0
明黄橙
位OITR7/0

05～2mm大の黒色・褐色 。自色半透
明の粒を含む。

断面/粘土の
つぎ目あり

窓生

土器
甕
・聞

2
横方向ナデ

8毛 :よる斜め方向ナデ
斜め方向
ナデ

にぶい黄橙
(10YR6/3)

にぶい黄橙
(10YR5/4)

微糊～2mm大の赤褐色・灰色 黒色
鈍光沢 白色の粒を含む。雲母あり。

麻生

上器
甕
・附

醐毛による筋向ナデ

I具による横方向ナデ
指頭によそ
ナデ

浅黄
(2.5Y7/d

浅黄
(2.5Y8/4

伽綱～llttm大の赤褐色 黒色鋭光沢・
白色不透明・黒色鈍光沢の粒を含む。

な生
土器 甕・劇

旨頭によるナデ

線紋あり
指頭によ婚
ナデ

浅黄
修.5Y8/3
灰黄
(2.5Y6/2

傲細～lmm大の自色半透明 褐色・
黒色鈍光沢の粒を含む。銀色の雲母

赤生
土器 賓・廟

額によるナデ

甑級によるナデ
褐
9.5駅 4/6

2～4mm大 の自色*透明・黒色鈍光沢
の粒を合む。雲母あり。

祢生
上器
甕
・邸

2‐316
ナデ ヘラ磨ぞ
底面 指頭に
よるナデ

褐
95m7/6

微細～4mm大の自色不透明・臼色半
透明 黒色・灰色・赤褐の粒を含む。

称生
土器

餐
・
底 部
14144 :具による横方向ナ,

而ヽ ヘラ慶
'

褐
9.5m7/6

微細～lmm大の黒色 褐色 白色不
透明 白色半透明 無色透明夏部を
rlサ,^

称生
土器 費・劇

2毛37 ヘラ磨き
〔ぶい黄橙
(101TR7/4)

黒褐
(101R3/1)

微細～lHlm大の赤褥色・自色半透明
褐色の粒を含む。雲母あり。

林生

土器

弩

・
底 部

2‐325
郎」希による

縦方向の磨き

洗線紋あり

明黄橙
(1011R7/6)

にぶい褐
(7.5YR5/J

微細～2mm大の黒色・褐色 灰色
白色半透明・白色不透明の粒を合む。

林生

土器
菱
・醐
2-342 朝毛による縦方向ナデ

底面 ヘラ磨き

浅黄
(2.5Y7/J

似 fIH～3mm大 の黒色  褐色  日色不
透明 無色透 明の粒 を含 む。褐色 で
銃菅の粘 歩合子|_

称生

土器
甕
・醐

工具によるナデ

指顕によるナデ

指頭痕 あり

にぶい黄催
(101TR5/4)

似 AIH～ Zmm人 の 日 日 4｀透 明  燕 色 則
光沢 白色半透明の粒を含む。

な生
土器
甕
・醐
2325

ヘ ラ磨 き

指頭によるナデ

底面 指頭によるナデ

明黄橙
住2.5Y7/6)
浅黄
鬱.5Y7/1

色鈍光沢の粒を含む。

体生
土器
奉宇醐
124 (7.41

刷毛による

横方向ナデ
にぶい黄橙
(lllYR7/0

橙
(7.511R6/61

1～41jlnAの 日色小透明 黒色鈍光沢
褐色 灰色 白灰色の粒を含む。

な生
土器
甕
・醐

工具による
磨き

明黄橙
(lllYR7/6)

橙
(2.5ЧR6/61

似IIH～3mm八の掏日 殊四色 日色
不透明 黒色鈍光沢・無色透明の粒
を含む。

麻生
土器

弩
・
底 器

I難よるナ拗ヘラ麟

底面 不定方向ナテ

橙
9,5VR7/6

傲測～lmm大の日色不透明・黒色釦
光沢の粒を合む。

赤生
土器 甕・帥

2411
冊毛によるナデ

笠面 指頭によるナラ
旨薇痕あり

にぶい黄橙
(1011R6/4)

にぶい黄橙
(101TR7/3)

傲測 ～lmm大の日色不透 明 やや貢
色味のある不透 明・黒色鈍光沢の粒
歩合テβ_

スス付着

称生
土器 賓・醐

2-418
工具による

横方向ナデ

売面 工鼻によるナデ

にぶい褐
(7.5WR5/4

橙
(7.51a6/6

似測～3alm大の赤褐色 褐色 日色・
白色半透明の粒を含む。

祢生
土器 賓・醐

2413
指頭によるナラ

底面 指頭に
よるナデ

褐灰
(10YR6/1)

燈

(7.5ЧR7/6

傲 Ftu～ 35mm大 の黒色褐色  灰色
無色透明・不透明な粒を合む。

赤生
土器 賓・印

工具による
横方向ナデ

橙
6YR6/D
明灰黄
(2.5Y4/2

似 榊 ～ 3mm天 の 日 色 キ 透 明  黒 色 蠅
光沢の灰白色 白色不透明 褐色の
粘 歩 合 子r

祢生
土器 賓・帥

刷毛ナデ後
ヘラ磨き

明黄褐
(1011R6/6)

明黄褐
(101a6/6)

05～3mm大の赤褐色  日色不透明
灰色の粒を含む。

赤生

土器

賓
・
底 部

工具によるナデ 膳芝

醐 鯨による跡洸

臓面 指重権あり

浅黄
住2.5Y7/0
黄橙
(lllYR8/6)

傲rB～ 3mm大の黒色 褐色 灰色
白色不透明・無色透明の粒を含む。

赤生
土器

費
・
底 部

工具による磨き

底面 工具による
横方向
ナデ

橙
(7.5WR4/6

匿
脩YR 6/勧

微細～3mm大の褐色・自色 '自色半
透明 無色透明 赤褐色 黒色鈍光

な生
土器

費
・
底 部

指頭によるナテ
横方向ナデ

にぶい黄橙
(10Ч R7/3)

にぶい黄橙
(10YR6/3)

05～4mm大の赤褐色・臼色不透明・
黒色鈍光沢の粒を含む。

称生

土器

費
・
底 部
2-336 刷毛による

不定方向ナテ
にぶい橙
惇.5YR7/4
にぶい黄橙
(10YR6/4)

微 XIB～3mm大の無色透明 白色不透
明 黒色 白色 褐色のFrを含む。

上師器
」` 多買仁臣

同 縁 部

横方向
ナデ

横方向
ナデ

横方向
ナデ
浅黄橙
(7.511R8/4

浅黄橙
(7.5YR8/6)

微r4～ 2mm大の黒色・赤褐色の粒を
含む。

全体的に

摩減している
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豊
日

旦
●

生
ロ
報

番 種 別
器 種

部 位

土
点

出

地
去 量 (cm)()は縦値 成形 。調整・文様など 色  調

胎 土 の 特 徴 備 考
響 底経 器高 外 面 内 面 口 縁 外 面 内 面

見質
土器
甕
・醐
2-322

ヘラ磨 き

底面 工具による
不定方向ナデ

灰黄褐
(10Ч R6/2)

にぶい貢橙
(101R7/3)

微細～3mm大の黒色 褐色 灰色
白色不透明 白色半透明の粒を含む。 スス付着

な生
土器 底 都

甕
・

横方向
ナデ

赤tllR5イ0
赤黒(10R2/1)
暗赤灰
鬱.5m3/1

微細～2mm大の自色不透明 赤褐色
黒色鋭光沢の粒を合む。雲母あり。

全体的に

摩滅していて

体生

土器 篭。前
2-387

ヘラ磨 き

指頭による

底面 指頭ナデ

にぶい褐
(7.511R6/J

淡黄橙
9.5Щ 3/4

微細～3mm大の褐色・灰色  臼色半
透明・黒色鋭光沢 赤褐色の粒 を含

称生

土器 賓。曲

の

き

ネ

向

磨

滝

方

ラ

市

縦

へ

指

橙
(7.51R6/∫

橙

'.5駅

7/4

微細～05mm大の黒色 自色不透明
無色透明の粒 を含む。金色の雲母あ

称生

土器 賓・廟
刷毛ナデ後
ヘラ磨き

にぶい黄
(2.5Y6/r

明黄褐
(2.5Y7/6

微細～lmm大の自色不透明・黒色鈍
光沢 赤褐色の粒を合む。雲母あり。 スス付着

な生
土器
脱
鮒

指頭痕あり
指頭ナデ

布目痕
あり

にぶい橙
守5YR7/1

橙
會5m6/∫

～4alm大 の縛 色  黒 色 の 41を曾 む 。 1/2程度
残存

麻生
土器

第
1-239 3,95

工具による

縦方向ナデ
黄橙
(101R8/6)

浅黄橙
(10Ч R8/4)

を含む。

ホ生
土器 騨・閤

2375 縦方向
ヘラ磨き

刷毛による

ナデ

にぶい黄橙
(lllYR7/3)

橙
(7.5政R7/6)

1～ 2mm大の縛色・黒色  日色不透明
の粒 を含む。雲母 あり。

な生
土器

資

日縁～胴割
2374

横 万 向 ナ テ

滝‖り出し突帯紋

刻 目紋 あ り

不定方臨
ナデ
横方向
ナデ

明黄橙
(lllYR6/6)

明黄橙
(lllYR6/6)

似 測 ～ lmm大 の 日色 4ヽ透 明  衡 色
黒色Crd光沢の粒を含む。雲母あり。

ホ生
土器

資
・
ヨ縁～胴割

2-344
工具 による

不定方向斜め方向ナデ

肖1り 出し突帯紋

刷毛による

横方向ナデ

工具による
横方向ナデ

にぶい黄橙
住0颯 7/0
明黄橙
(101R6/6)

05mm～3mmの 日色キ透明 日色4
透明 黒色の粒を含む。雲母あり。

ホ生
土器 剤

甕
・縁日

工具による

横方向ナデ
横方向ナデ

斜め方向ナデ

工具 による

横方向ナデ

貼り付け口緑

明褐
9,5颯 5/6

にぶい褐
伊5m5/0

05mm～15mm大の日色小透明 褐
色の粒を含む。

粘上の
つぎ目あり

ホ生
土器

甕

・
]縁～1同謝

2-400 工具による

維方向ナデ

捐頭ナデ

エ具による

斜め方向ナデ

横方向
ナデ

橙
(7.5146/6

にぶい橙
脅,5m6/4

05mm～ lmm大の自色不透明 褐色
の粒を含む。 スス付着

赤生
土器

甕

口縁部

工具による

横方向ナデ

工具による

横方向ナデ

斜め方向ナデ

工具による

横方向ナデ

沈線紋あり

にぶい黄橙
(lllYR 5/4)

暗褐
(lllYR3/3)

05mm～ 2mm大の日色不透明 黒色
鋭光沢 褐色の粒を含む。雲母あり。 スス付着

祢生
土器 剤

甕
・縁日
2お28 肖1り 出し

突帯紋
刷毛による
不定方向ナデ

刷毛による

横方向ナデ
浅黄
(2.5Y8/4

浅黄
(2N8/4

微細～4mm大の褐色 黒色 灰色
無色透明 黒色鋭光沢の粒 を含む。 スス付着

弥生
土器

甕

同 縁 彗
2-336 刷毛による

横方向ナデ

一部刷毛による
横ナデ

‖毛による嶺方向ナ,

偕り付け口緑
褐
(7.5VIR4/3

褐
伊.5VTR4/3

微細～lmm大の貢色 llkの ある透明
白色不透明 灰白色  白色半透明の

称生
土器

甕

¬縁ヨ

横方向
ナデ

横.斜め方向
ナデ

黄方向ナデ
先線紋あり
橙
(7,5YR7/6

こぶい黄橙
(1011R7/4)

微細～lmm大の無色透明・黒色鋭光
沢 白色不透明の粒 を含む。雲母あ

祢生
土器

賓

¬綴 ヨ

工具による
横方向ナデ

工具による

斜め方向ナデ

工具による

陵方向ナデ
橙
伊.5駅 7/6
橙
9.5Щ 7/6

微細～lmm大の褐色・黒色  自色不
透明・無色透明の粒を含む。盆色の

祢生
土器

賓

ヨ縁 叡

横方向ナデ

削り出し突帯紋
横方向
ナデ

黄方向ナデ
』線紋あり

にぶい黄
骸̀N6/3

にぶい黄
(2.5Y6/3

lmm～ 2mm大の灰色・無色透明 褐
色・赤褐色の粒を含む。 スス付着

赤生

土器

賓

ヨ縁 ヨ

1宅45 il毛ナデ
J線紋あり
橙
(5YR6/d

橙
(5YR 6/d

微細～lmm大の自色半透明 灰色
白色不透明 褐色  白色 ,赤 カツの スス付着

称生
土器

賓

口縁部

扁J毛による

賣方向ナデ

F]毛による

年 斜め方向のナデ
にぶい黄橙
(lωR7/3)

こぶい黄橙
(10HIR6/3)

微細～25mm大 の黒色 褐色  臼色
不透明・白色半透明の粒を含む。金

赤生
土器

甕

口縁部

1児 指頭による

陵方向ナデ
指頭痕 あり

凹線紋 あり

にぶい褐
(7.5Y5/4

橙
0.5YR7/6

掲色の粒を合む。銀色の雲母あり。 スス付着

112
称生
土器

賓

口 縁 部

1-134 横方向
ナデ

刷毛による
斜め方向のチテ

横方向
ナデ

浅黄橙
(101R8/3)

浅黄橙
(101TR3/3)

明・黒色鈍光沢の粒を合む。雲母あ
り。

祢生

土器

賓

口 縁 叡

工具による
磨き

I具によるナデ

民穀によるナデ
反即はllRΨ
黒(2.5Y2/1
灰自
(101TR8/2)

茶褐 白色半透明の粒を含む。雲母
あり。

スス付着

麻生

土器

奏

]縁～1同訂
2お02

上具による

横方向ナテ

削り出し突辞殺

L具によるナテ

賠り付け口緑

J線紋 あり

橙
(7.51TR6/6

橙
(7.51TR7/61

透明 黒色・褐色 灰色の粒を含む。
雲母あり。

粘上の
つぎ目あり

な生
土器

甕

口縁甜
2お69 工具による

横ナデ
横方向
刷毛ナデ

工具による

横方向ナデ

凹線紋 あり

橙
(7.5HR6/6) 停.5YR6/d

1～21-kの日色半透明 日色イヽ透明
赤褐色の粒を含む。雲母あり。

な生
土器

甕

口縁吉F

横方 向 ナ デ

削り出し突帯紋

束J突赦 あ り

横方向
ナデ
横方向ナデ

凹線紋あり
黒褐
(10YR3/1)

にぶい赤覆
脩m5/→

微41H～ 1～ 2mm大 の日色小透 IIB 赤褐
色 黒色鈍光沢の粒 を含む。雲母あ

ホ生
土器

斐

口縁部
2-358

工具による

横方向ナテ

剤りとし空帯線

刷毛による

斜め方向ナデ

工具による

横方向ナデ
浅黄橙
但OIR8/0
にぶい黄橙
(1011R7/4)

傲制～lmm大の黒色鈍光沢 無色透
明 白色不透明の粒を含む。雲母あ
リハ

称生
土器

甕

口縁部

にぶい橙
(7.5ЧR6/4

橙
(7.5YR 7/∫

微細～lmm大の無色透明 貢色味の
ある透明・黒色 灰色  白色不透明

全体的に

摩減している

ホ生
土器

甕

日縁部

貝殻による
磨き

ヘラ削り
橙
(5YR 6/6)

橙
(5YR6/0

pFH～ 15mnAの殊日色 日日企透明
灰色 黒色 白色半透明の粒を含む。 スス付着

林生
土器 卸

費
・縁□
2-386

横方向ナテ

用」毛による

縦 斜め方向ナラ

刷毛による
横,斜め方向ナテ

償方向
ナデ

橙
P,5駅 7/6

黄橙
(7.5YR7/J

微細～lmm大の黒色鋭光沢 無色透
明 褐色 灰色の粒 を含む。雲母あ
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当
日

ヨ
々

と
口
報

番 種 別
器 種

部 位

土
点
出
地
法 量 (cm)()は餃ね 成形 調整 。文様など 色  調

胎 土 の 特 徴 備 考
嵐経 器高 外 面 内 面 口 縁 外  面 内 面

見質
土器

賛

口縁部
1■6

横方向
ナデ

横方向
ナデ

横方向
ナデ
にぶい黄橙
(lllYR7/4)

明黄橙
(101a7/6)

を含む。微細な金色の雲母あり。
薄く
スス付着

な生
土器

賓

口縁部

工具による

ナデ

工具による

ナデ
明褐
9.5m5/S

明褐
(7.5ЧR5/8)

細郡～lmm大の灰色 '日色  日色半
透明 黒色鈍光沢 黒色の粒を含む。 スス付着

123
ホ生
土器

甕

日縁部
2‐317

工具による
横方向ナデ

工 具 に よ る

横 方 向 ナ デ

沈線 紋 あ り

暗灰黄
(2.5Y5/21

浅黄
(25Y7/41

微測～lmm大の萄色・黒色鋭光沢の
粒を含む。

薄く
スス付着

麻生
土器

甕

口縁叡
1-238

工具による
縦方向ナデ

剥離
している

沈線紋 あり

刷毛の後
にぶい橙
僚,5駅 7/1
橙
僚5m7/d

05～2mm大の日色小透明 黒色鈍光
沢 褐色の粒を含む。

125
な生
土器

甕

口縁葦
2-385

工具による

横方向ナデ
横方向
ナデ
工具によるナデ
沈線紋あり

明赤褐
脩Щ 5/0
にぶい赤糖

“

YR 5/9

05～25mm大の日色半透明 示昧の
ある灰色の粒を含む。金色の雲母あ

ホ生
土器

餐

口縁報
2-426

工具による
横方向ナデ

工具による

横方向ナデ

洗線紋 あり

黒褐
住Om3/0
黒褐
(10WR3/2)

微制～2mm大の金の雲母を多量に含
む。

口緑/
スス付着

な生
土器

資

口縁輝
1-154

横方向
ナデ

横方向
ナデ

ナデ、細い

条線がみられる

にぶい褐
(7.5YR5/1

にぶい褐
(75VR6/41

05～3mm大の赤蕎色 妖自色 日色
半透明の粒を合む。金色の雲母あり。 スス付着

128
な生
土器

奏

口縁叡
2387 用J毛

ナデ
紋線
り
沈
あ

橙
(7.511R6/8
荏ぷ翻
(lllYR 7/4)

lmm大の黒色 褐色 灰色  自色半
透明の粒を含む。雲母あり。 スス付着

129
麻生
土器

奏

口縁部
2-395

工具による
横方向ナデ

工具による
横方向ナデ

ナデ後一部指ナデ
橙
會,5YR7/6
橙
(7.51TR6/61

05～ lmm大の褐色 赤褐色 黒色鋭
光沢 白色不透明の粒を含む。銀色
の雲母あめ^

130 赤生
土器

甕

口縁部
2-334

工具による
横方向ナテ

横方向ナデ

沈線紋 あり

浅黄
(2.5Y7/4

浅黄
(2.5Y7/4

05～2mm大の萄色・黒色鋭光沢の杓
を合む。

口緑/
薄くスス付着

赤生
土器

甕

コ 緩 部
2

工具による
横方向ナデ

横方向
ナデ

I具によるナデ

沈線紋あり

にぶい責橙
任OYR6/い
にぶい黄橙
(101R7/4)

05～ lmm大の日色半透明・黒色鋭光
沢 黒色 褐色の粒を含む。

赤生
土器

甕

口縁部
1-44

■具による

横方向ナデ

l・■
‐
線紋 あり

浅黄
似.5Y7/4

05～ lmm大 の褐色 臼色不透明・黒
色鋭光沢の粒を含む。

赤生
土器

甕

ヨ 綴 郵
1-49

横方向
ナデ

工具 に よ る

機方 向 ナ デ

沈線紋 あ り

にぶい橙
0.5駅 6/4

にぶい橙
(7.511R6/4

05～翫Ш大の自色不透明 無色透明
赤褐色・黒色鋭光沢の粒を合む。

口緑/
薄くスス付着

弥生

土器

費

コ綴 剤
2-338 横方向

ナデ
賣方向ナデ
先線紋あり
浅黄
(2.5Y8/4

浅黄
(25Y8/4

05～ lmm大の自色不透明 赤褐色の
粒を含む。

口緑/
薄くスス付着

祢生
土器

賓

¬綴 ヨ

刷毛による

横方向ナデ
横及び

斜め方向ナデ

刊毛による

黄方向ナデ
灰褐
伊.5YR6/2
にぶい褐
9,5m5/4

微細～15mm大の黒色 白色不透明
白色半透明 褐色の粒 を含む。金色 スス付着

赤生
土器

餐

同録～lm喜
2-355 横方向ナデ

削,出し突帯縦あり
不定方向
ナデ

費方向ナデ
先線紋あり

オリーブ祭
(10Y3/1)

にぶい黄
(2.5Y6/4

微細～05mm大 の黒色鈍光沢  白色
不透明 赤褐色の粒を含む。 断面/

粘上のつご目あり

ホ生
土器

賓

口 縁 ま
1-158 横方向

ナデ

I具による暦き

此線紋あり

にぶい橙
(7.51R7/4

浅黄橙
(7.5YR7/4

微細～25mm大 の黒色 褐色  白色
半透明の粒を合む。雲母あり。

赤生
土器
賓
・閣
2弔29 横方向ナデ

沈線紋あり

工具による
ナデ

工具 に よ る

横 方 向 ナ デ

沈 線紋 あ り

浅黄
(2,N8/4

浅黄
(2.Ⅳ 3/1

似�～2mm大の黒色 衡匈 日色半
透明 無色透明の粒を含む。

な生
土器

費

口縁部
2‐350

工具による

横方向ナデ

工具による
横方向ナデ

工具による

横方向ナデ

沈線紋あり

橙
(「DYR6/6)

瞳
脩YR7/0

光沢の粒を含む。
緬/粘上のつぎ日川
スス付着

称生

土器

賓

口縁剤

工具による
ナデ

不定方向
ナデ
工具による
ナデ
橙
9,5m6/6

橙
(7.51TR6/6)

似 FIH～ lmm大の無色透明 '日色小透
明 黒色 ,褐色の粒を含む。

ホ生
土器

責

口縁部
1-288

工具による

不定方向ナデ
不定方向
ナデ

工具による

横方向ナデ
浅黄橙
(101R7/6)

橙

伊.5m6/8

似測～4mm大の無色透明 褐色 貢
色味のある透明 黒色の粒を含む。

ホ生
土器

賓

口縁潔
2-342 横方向

ナデ

維方向の

刷毛 目の後

指函によるナデ

横方向
ナデ

にぶい黄橙
llllYR7μ )

橙
95m7/0

赤褐・灰色～黒い粒を合む。雲母あ
り。

スス付着

な生
土器

賓

口縁部
1-274 横方向

ナデ
貝殻による

横方向ナデ
横方向
ナデ
橙
廠

橙

仔51R6/0
粒を含む。

Fl印を日馳‖〕脚社独

小生
土器

餐

口縁部
2417 工具による

横方向ナデ

正具による

横及び

斜め方向ナラ

工具による
ナデ

にぶい赤褐
(5YR 5/4)

にぶい橙

'546/0

似測～lmm大の日色半透明 黒色鋭
光沢 黒色 白色の粒を含む。

買恵器
番

目縁部

工具による

横方向ナデ
工具による
横方向ナデ

工具による
ナデ

灰オリーブ

(5Y6/2)

灰白
(5Y7/2)

全体的に

摩耗している

麻生
土器

輩

口縁卸
2‐336 横方向ナデ後

皮による磨き

上具による

横方向ナデ
橙
脩YR 6/0
明褐
(7.5ЧR5/6)

似 細 7f日 色 千 遭 明  掏 色  黒 色 則 売
沢の粒を含む。

内面/
スス付着

小生
土器

甕

口縁部
1‐44 横方向

ナデ
縦、斜め方向
ナデ
横方向
ナデ

橙
伊.5颯 6/S
にぶい黄橙
(10YR7/4)

T・A�～3mm大の無色透明 褐色・灰
色の粒を含む。 スス付着

上師器 土師器
薦 郎

貼り付け
底部

ラ

き
へ
磨

浅黄橙
伊.5m8/1
にぶい黄橙
(10YR7/3)

微 IfH～ lmm大の褐色 赤褐色の粒を
含む。

内面/
スス付着

149 上師器
邪

・
ほぼ完形
2406

刷毛による

横ナデ
にぶい橙
伊5YR7/1
にぶい黄橙
(1011R7/4)

弘 算 の 跡 ツ  級 細 な 恭 色 剣 九 本 の 柾
を合む。

7/10不呈
残存

上師器
犯

・

底 部

緬 指頭によるナデ

i台 貼り付け高台
H■にkる構ナデ

橙
(51R7/6)

橙
(7.511R8/8

lmm大の赤椅色の粒 を含む。軟質の
鉱物。
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当
日

二
●

■
日

種 別
器 種

部 位

土
点
出
地
法 量 (cm)()は擁値 成形・調整・文様など 色  調

胎 上 の 特 徴 備 考
習 底紹 器高 外 面 内 面 口 縁 外 面 内 面

買恵器系
邪

・
底 部

買占リイ寸1)

高台 (?)
橙
(2.5ЧR7/6

橙

(5YR7/6)

05mm～ lmm大の鋭光沢・衡色  日
色不透明の粒 を含む。雲母 あり。

152 買恵器系
邪
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第 6表 堤下遺跡遺物観察表
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第 4章 佐土原町、堤下遺跡における自然化学分析
株式会社 古環境研究所

I.堤 下遺跡 にお ける植物 珪酸体分析

1.は じめに

植物珪酸体は、おもにイネ科植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、

植物が枯れたあとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸

体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する分析であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の

同定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山、1987)。

2,試料

試料は、古墳の周清と見られる2区 1号溝から採取された 5点、および 1区出土の土器内から採取さ

れた 3点の計 8点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)を もとに、次の手順で行

った。なお、土器内試料については少量を分析対象として定性分析を行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに直径約40μ mのガラスビーズを約0,02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KIIz。 10分間)に よる分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体とおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行

った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査

に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率

をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算計数 (機動細胞珪酸体 1個あた

りの植物体乾重、単位 :106g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生産量を算出した。ス

スキ属 (ス スキ)の換算計数は1.24、 メダケ節は1.16、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属 (チシマザサ節・

チマキザサ節)は 0。 75、 ミヤコザサ節は0。30である。

4.分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を
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行い、その結果を表 1および図 1に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

[イ ネ科]

イネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ属A(チガヤ属など)、 ウシクサ

族 B(大型)、 シバ属

[イ ネ科―タケ亜科]

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザ

サ節)、 クマザサ属型 (チシマザサ節やチマキザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (お もにクマザサ属 ミヤ

コザサ節)、 未分類等

[イ ネ科―その他]

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

(2)植物珪酸体の検出状況

1)2区 1号溝 (図 1)

古墳の周溝と見られる溝内の堆積物について分析を行った。その結果、清底部 (試料 3、 4)では棒

状珪酸体やイネ科 (未分類等)が多量に検出され、ウシクサ族 Aやネザサ節型なども比較的多く検出さ

れた。また、ススキ属型やメダケ節型なども検出された。溝上部 (試料 1、 2)では、ススキ属型やネ

ザサ節型が増加しており、ウシクサ族 Bな ども出現している。おもな分類群の推定生産量によると、溝

内の堆積物ではネザサ節型が優勢であることが分かる。

2)1区 出土の上器内試料 (表 1)

土器No.232と 土器No.235の内部資料について定性分析を行った。その結果、土器No.235の内部試料

からは少量ながらイネが検出され、給源不明の植物組織片も認められた。その他の分類群については 2

区 1号溝の堆積物とおおむね同様の結果であり、植物珪酸体の組成や量にとくに大きな特徴は認められ

なかった。

5。 考察

2区 1号清が埋没した当時の遺跡周辺は、ネザサ節などのタケ亜科を主体としてススキ属やチガヤ属

なども生育する草原的な環境であったと推定される。また、土器No.235の堆積当時は、遺跡周辺で稲作

が行われており、そこから何らかの形で土器内にイネの植物珪酸体が混入したと考えられる。

文献

杉山真二 (1987)遺跡調査におけるプラント・オパール分析の現状と問題点.植物史研究、第 2号、 p27‐ 37.

杉山真二 (1987)タ ケ亜科植物の機動細胞珪酸体.富士竹類植物園報告 ,第31号 ,p70-83

杉山真二・早田勉 (1997)南九州の植生と環境―植物珪酸体分析による検討―.月 刊地球 ,19,p

252‐257.

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定

量分析法―.考古学と自然科学 ,9,p15‐ 29.
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植物珪酸体 (プラント・オパール)の顕微鏡写真

No. 分類群 地点 試料名  倍率

l

2

3

4

5

6

7

ススキ属型

シバ属

メダケ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

棒状珪酸体

植物組織片

植物組織片

植物組織片

2区 1号溝

2区 1号溝

2区 1号溝

2区 1号溝

2区 1号溝

土器内試料

土器内試料

土器内試料

土器内試料

1        400

3       400

3        400

2        400

2       400

No.235b    400

No。235a     100

No.235a     100

No,235a    400

８

　

　

９
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1         50        100μ m



耳

瞼
常

ユ

-76-

♀                   2♀ 0                4001μ  ln



Ⅱ。堤下遺跡 における樹種 同定

1.試料

試料は、 1区の土器検出面から出上した炭化材 2点である。

2.方法

試料を割折して新鮮な基本的三断面 (木材の横断面、放射断面、接線断面)を作製し、落射顕微鏡に

よって75～ 750倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および原生標本との対比によって行った。

3.結果

結果を表 1に示し、以下に同定根型となった特徴を記す。また、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

表 1 堤下遺跡出土炭化材の樹種同定結果

試料       樹種 (和名/学名)

炭化材 1

炭化材 2

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属

Pinus subgen.Diploxylon

Pinus subgeno Diploxylon

a.マ ツ属複維管束亜属 Pinus subgen.Diploxylon マツ科 図版 1・ 2

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成される

針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管東亜属に同定される。

4.所見

同定された樹種は、いずれもマツ属複維管束亜属であった。マツ属複維管束亜属には、クロマツとア

カマツがあり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する常緑高木である。材は水湿によく耐え、

広く用いられる。マツ属複維管束亜属は、土壌の発達しない環境の悪いところでも生育する樹木であり、

人為干渉の著しいところや岩山、海岸沿いなどに多い。

文献

佐伯浩 。原田治 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造 ,文永堂出版 ,p20‐48.

佐伯治 。原田治 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造 ,文永堂出版 ,p49-100.
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堤下遺跡出土炭化材の顕微鏡写真

横断面      :0.4mm

l.炭化材1 マツ属複維管束亜属

横断面      :0.4mm

2.炭化材 2 マツ属複維管束亜属

接線断面放射断面      :0.lmm

放射断面      :0.lmm 接線断面      :0.2mm
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Ⅲ . 堤下遺跡における放射性炭素年代沢I定

1.試料と方法

試料名 地点 。層準 種類 前処理・調整 測定法

No。 1  1区土器包含層

No.2  1区土器色含層

炭化材 (マ ツ属 )

炭化材 (マ ツ属 )

酸―アルカリー酸洗浄、

酸―アルカリー酸洗浄、

ベンゼン合成  β線計数法

ベンゼン合成  β線計数法

2.測定結果

試料名 14c年代

(T― BP)

δ13c

(‰ )

補正 C14年代

(年 BP)

暦年代 (西暦 ) 測定No.

(Bet2)

No。 1

No.2

1160=L60

1120二L60

‐26.7 1130=L60

1100ΞL60

AD 900
AD 870～ 990
AD 770～ 1015
AD 970
AD 885～ 1005
AD 785～ 1025

交点
lσ

2σ

交点

lσ

2σ

131782

131783

1)14c年代測定値

試料の14c/12c比から、単純に現在 (1950年 AD)か ら何年前かを計算した値。14cの半減期は、
5,568年を用いた。

2)δ 13c測定値

試料の測定望C/鬱C比を補正するための炭素安定同位対比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)
の同位対比から千分偏差 (‰)で表す。

3)補正14c年代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14c/12cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動を補正することにより算出した年代 (西暦)。

補正には年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測定値を使用した。暦年代の交点とは補正14c年代値と暦

年代補正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確率)。 2σ (95%確率)は、補正14c年代

値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。
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Ⅳ.堤下遺跡における蛍光X線分析
1.試料

分析対象は、古墳時代後期とされる甕 (No.171,190)お よび須恵器 (No.257、 256)の 4点である。

2.分析方法
エネルギー分散型蛍光 X線分析システム (日 本電子 (株)製、 JS3201)を 用いて、元素の同定およ

びファンダメンタルパラメータ法 (PF法)に よる定量分析を行った。X線発生部の管球はロジウム (

Rh)タ ーゲット、ベリリウム (Be)窓、X線検出器はSi(Li)半導体検出器である。

3日 分析結果

各元素の定量分析結果を、表 1および図 1に示す。

4.考察

(1)土器の用途について

何らかの動植物が土器で調理 (煮炊き)さ れた場合、土器内面からリン酸 (P205)カミ高濃度に検出さ

れることが想定される。分析の結果、各土器片のリン酸合量は0。22～ 0。35%と低い値であり、通常の土

壌におけるリン酸含量 (0.1～ 0.5%)の 範囲内である。また、土器外面や脚部 (甕)と比較して土器内

面でリン酸含量が高くなる傾向も認められなかった。

したがって、今回の分析結果から各土器で動植物が調理 (煮炊き)さ れたかどうかの半J断は困難である。

上器の用途については、考古学的所見とも合わせて慎重に検討していく必要がある。

(2)釉薬について

土器No。257と土器No.256は、部分的に釉薬が施された須恵器である。これらの上器の外面には釉が

明瞭な部分と不明瞭な部分があるが、いずれの部分も土器内面と比較してナ トリウム (Na20)やカリ

ウム (K20)が 明らかに高い値となっている。このことから、これらの成分を多く含む植物灰が釉薬と

して利用された可能性が考えられる。

ナ トリウム、カリウム、カルシウムなどの元素組成は、釉薬の給源となる植物の種類によって差異が

あることから、今後このようなデータを積み重ねることで、釉薬の利用について新たな知見が得られる

ものと期待される。

(3)土器の産地推定について

土器 (須恵器)の産地推定を行う場合、土器胎上の元素組成の特徴 (と くにCaO―K20分布)が指標と

して有効とされている (三辻、1999)。 今回は比較の対象となる試料の基礎的データがないことから、

土器の産地推定を行うことはできないが、このようなデータを堆積することで土器の産地や移動につい

て詳細な情報が得られる可能性が考えられる。

文献

竹迫紘 (1993)リ ン分析法。日本第四紀学会編.四紀試料分析法.2,研究対象別分析法。東京大学出版会 ,

p38‐45.

三辻利― (1999)元素分析による須恵器の産地推定.考古学と自然科学 (4)。 同成社 ,p294313.
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第 5章 佐土原堤下遺跡周辺の地形と地質
宍戸 彰

1.は じめに

本年 6月 26日 に、堤下遺跡の現地調査を実施したので、遺跡周辺の地形・地質に関する考察を報告する。

なお、その際、遺跡周辺部においていくつかの遺物を表採したいので、これらについても併せて報告する。

石材については、肉眼鑑定のみにとどまっている。

2.地形及び地質

(1)周辺の地形 。地質概要

堤下遺跡は、沖積低地の中に独立峰的に突出した小台地 (以下「堤下台地」と仮称)の東麓部に相当

する。堤下台地は、地形的には佐土原丘陵の南端を構成しており、馬場付近の丘陵縁辺部の一部が浸食

をまぬがれ残存した形態をなしている。

那珂低地を南流する石崎川は、堤下地区上流で東に向きを変え、全体として佐土原丘陵を取り巻くU

字型をなして日向灘を流下する。石崎川は近年河川改修工事により、直線化されているが、改修前はか

なり曲流しており、堤下地区周辺には、さらにそれ以前の旧河道も一部に残されている。また、堤下台

地の北東側沖積低地には、旧河道の時代に対応するとみられる凹地形も残され、現在、一部は用・排水

路等となっている。

堤下台地及び馬場付近の丘陵縁辺部は、姶良火砕流堆積物 (いわゆるシラス)で構成されており、基

盤は宮崎層群である。堤下台地では、シラス下位に砂層・礫層がみられる。

(2)遺跡部分の地質

堤下遺跡は、大きくみれば発掘範囲の山側と平地側で構成する地質が異なる。その境界部は現在でも

斜面勾配の変換線として地形に現れている。

山側は、いわゆるシラス台地で、主として白～灰白色の非溶結火砕流堆積物で構成される。火砕流堆

積物の直下には、黄橙～淡褐色のφl～ 5mm大の軽石からなる軽石層がある。軽石層の層厚は13cm前

後で、その層位等から大限降下軽石層と考えられる。

軽石層の下位は、褐色～濃褐色のやや硬質の粘性土で、大白斑が多い。遠藤 (1963)の 大白斑ローム

に相当すると考えられるが、本層上面に炭質物がみられることから、当時の表土 (旧表土)をなしてい

たと推定される。白斑粘性土層の層厚は30cm前後で、さらに下位は、層厚は70cm前後の砂～シル ト層

を挟んで、礫層までが確認された。

砂～シル ト層は黄白色～暗灰色の数枚の単元に区分される。いずれも火山灰質である。礫層は一般に

φl～ 2cm大、最大10cm程度の円礫で構成される。基質は泥混じりの粗粒砂で、これらは姶良火砕流

直前の時代の旧河道や氾濫原の堆積物とみられる。

平地側との境界部は、50° 前後の比較的急な勾配をもって平地側の上層と接しており、この境界面は

旧地形に相当する。
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可

平地側では、上部は灰白色～淡褐色～褐色の礫混じり火山灰質粘性上で、シラス台地からの崩積性の

流入土砂とみなされる。本層の上面付近の一部には、10cm前後の円礫 (尾鈴山酸性岩類、チャート)

を混入する、幅50cm程度の黒～濃褐色上が溝状に分布する。断面は緩い船底型である。延長方向が台

1      地の谷部に向いており、斜断面を斜めに横切る形であることから、大地への登り道の跡 (人工物)では

ないかと推定される。

なお、流入土砂層の下位には漆黒色の粘性土層があり、この層が主たる包含層である。

3.表採遺物と石材の産地確定

(1)表採遺物の概要

A区 堤下遺跡部分の表層

黒曜石類が 3点

B区 丘の北西山麓部分 (畑)の表層

黒曜石類 1点、その他の石器 ?2点、土器片、焼石

C区 丘の南東山麓部分 (畑)の表層

土器類

A区では、排土された表上の中及び通路面上から黒曜石の剥片がみつかった。なお、採取はしていな

いが、遺跡中の流入土砂層には、焼石片が確認された。

B区では、畑部分のうち低い地域 (周辺低地のレベル)では土器片・焼石がみられた。台地上部から

の土砂が流入した高い地域 (周辺農道より上の傾斜面)では石器 ?類がみられた。A区の表層が同様の

流入土砂で構成されていることから、これらは台地上部に縄文 ?な どの古い時代の遺跡が存在する可能

性を示している。

C区は元々のレベルではなく、畑として数10cm程度掘削・造成された形跡がある。点在する土器類

も堤下遺跡と同様の須恵器などが多い。現在畑となっている面は、堤下遺跡の漆黒色粘性土層のやや上

ぐらいのレベルに相当するとみられる。

(2)石材石器と産地

〈A区での 3点〉

A-1 黒曜石 (黒色)……牟田 (長崎県)ま たは腰岳 (佐賀県)の ものに類似
墨流し状で透明感があり、断口ではなめらかで、ツメ型の凹み

がみられる

A-2 黒曜石 (灰白色)…大分県姫島産と推定される
A-3 黒曜石 (灰白色)…大分県姫島産 (特徴的にザクロ石を含有)

ユ
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― _百

(B区での 3点 )

B-1 黒曜石 (ガラス質岩石)…佐世保市東浜 (淀姫)三のものに類似

灰黒色でガラス質な流紋岩

B-2 ホルンフェルス (頁岩)…。宮崎県内 (古第二系の四万十累層群 )

B-3 ホルンフェルス (砂岩・円礫)…宮崎県内 (古第二系の四万十累層群 )

4.あ とがき

堤下遺跡一帯は、姶良火砕流が堆積した後、一部は削剥されるとともに、段丘化して台地を形成した。

縄文海進時には、台地間の低地に海の進入があった。海退期には片瀬原から住吉に至る当時の海岸地域に、

佐土原丘陵に引っ掛かるように、砂堆・砂丘 (旧期砂丘)が形成された。このため、那珂低地はなかば

出口を開ざされた後背湿地となり、ここを旧石崎川が自由蛇行していた。

その頃の人々にとっては、シラス台地や自然堤防等の微高地以外にはまだ生活の場はなく、低地帯は

アシの茂る原野だったであろう。その後さらに海退が進行して、過剰塩類の流亡等により海浜時代の影

響も無くなって、本地域が完全に内陸の低地となった段階 (弥生期 ?)で、遺跡一帯も生産の場に変貌

していったものと考えられる。包含層となっている漆黒色粘性土層は、この頃の表層堆積物であろう。

堤下台地上には古墳の存在が知られている。従って、この時代には麓部に当る当該遺跡部分では、祭

祀が行われた可能性も高い。これらの遺物・遺構も、時を経て台地からの流入土砂に覆われ、現在に至

ったものと推察される。

以上が、地形 。地質から予想される、堤下遺跡周辺地域の形成史である。

なお、本遺跡では、直接の発掘対象以外に、周辺地域で遺物が表採されるので、今後はこれらについ

ても、何等かの形で調査すべきと考えられる。
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